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論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

 ヤドカリに寄生しているフクロムシを DNA 解析(*1)により種レベルで正確に見

分け、宿主ヤドカリの形態変化との関係を明らかにしました。 

 寄生された雄のハサミ脚は、ケアシホンヤドカリおよびヤマトホンヤドカリでは

雌と同程度まで顕著に小型化する一方、ホンヤドカリとクロシマホンヤドカリで

はほとんど変化しないことを発見しました。 

 本研究により、フクロムシ類(*2)の寄生による体の変化は一様ではなく、「どのヤ

ドカリにどのフクロムシが寄生するか」という組み合わせによって異なることを

明らかにしました。 

 今後は、分子生物学的な手法と統合することで、寄生生物が宿主の性や形態を操作

する仕組みの解明につながることが期待されます。 

 

【概要】 

広島大学／神奈川大学の梶本麻未研究員と広島大学

大学院統合生命科学研究科の豊田賢治准教授（兼任：

神奈川大学総合理学研究所・客員研究員；東京理科大

学先進工学部・客員准教授）、神奈川大学の大平剛教

授らによる共同研究グループは、寄生性甲殻類フクロ

ムシ類（根頭上目）のナガフクロムシ科が引き起こす

“雄ヤドカリの体が雌のように変化する現象（形態的

雌化(*3)）”に注目し、雌化の程度は単一の反応では

なく、寄生するナガフクロムシの種類や宿主であるホ

ンヤドカリ類の種類によって異なることを明らかに

しました。 

 フクロムシ類（図 1）は宿主の生殖能力を奪い、自

らの繁殖に利用する「寄生的去勢者(*4)」として知ら

れ、雄のヤドカリを雌のような形態へと変化させるこ

とが報告されています。しかし、外部形態のみでは寄生種の正確な同定が難しいこと

から、これまでその影響の違いは十分に検証されていませんでした。本研究では、日

本各地で採集した 4 種のヤドカリと 3 種のフクロムシを対象に、DNA 解析による寄
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図 1. ナガフクロムシ科に 

寄生されたホンヤドカリ。 
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生種の同定と形態測定を組み合わせて解析を実施しました。その結果、雄のハサミ脚

のサイズは、ケアシホンヤドカリおよびヤマトホンヤドカリでは雌と同程度まで顕著

に小型化する一方、ホンヤドカリおよびクロシマホンヤドカリではほとんど変化しな

いことが明らかになりました。これらの結果は、フクロムシによる宿主の「雌化」が

一様に起こる現象ではなく、宿主と寄生者の組み合わせに依存することを示していま

す。 

本研究は、フクロムシによる宿主操作が一様ではなく、「宿主—寄生者の種特異的な

相互作用」に強く依存することを定量的に明らかにしたものです。今後、分子生物学

的手法と統合することで、寄生生物が宿主の性や形態を操作する仕組みの解明につな

がることが期待されます。 

 本研究成果は、2026 年 5 月 26 日に国際学術誌『Marine Biology』のオンライン

版に掲載されました。 

 

【背景】 

 フクロムシ類は、ヤドカリやカニなどの甲殻類に寄生し、宿主体内に根状の組織を

張り巡らせることで宿主の生殖能力を奪い、自らの繁殖に利用する「寄生的去勢者」

として知られています（図 1）。ヤドカリ類ホンヤドカリ科における先行研究から、フ

クロムシの寄生によって雄宿主の特徴的な大きなハサミ脚が小型化するといった「形

態的雌化」が報告されてきました 。しかし、フクロムシはその外部形態のみでの種判

別が極めて困難であるため、正確な種同定を伴う定量的な評価は限られており、異な

る宿主・寄生者の組み合わせ間で雌化の程度がどのように異なるのかは十分に解明さ

れていませんでした 。 

 

【研究成果の内容】 

 本研究グループは、日本各地（北海道小樽市朝里町、石川県能登町、新潟県佐渡島、

千葉県南房総市千倉町）の沿岸で採集された 4 種のホンヤドカリ類（ケアシホンヤド

カリ Pagurus lanuginosus、ヤマトホンヤドカリ Pa. japonicus、ホンヤドカリ Pa. 

filholi、 クロシマホンヤドカリ Pa. nigrivittatus）を対象に調査を行いました 。ミト

コンドリア COI 遺伝子(*5)を用いた分子同定(*6)により、宿主に寄生していたフクロ

ムシを 3 種（Peltogaster sp., Pe. postica, Pe. aff. ovalis）に同定しました（図 2

①）。これらのサンプルについて、未寄生個体と寄生個体の間で、「ハサミ脚のサイズ

（図 2 参照）」をアロメトリー解析および標準化効果量の算出により比較しました 。 

 その結果、ハサミ脚のサイズにおいて、ケアシホンヤドカリとヤマトホンヤドカリの

寄生雄では、未寄生雌と同程度のサイズまで顕著に短縮することが確認されました（図

2②）。対照的に、ホンヤドカリおよびクロシマホンヤドカリの寄生雄では、未寄生雄

との間に顕著なサイズ差は認められず、雌と同程度までの短縮は確認されなかった（図

2②）。これらの結果から、ナガフクロムシ科という同一グループに属していても、形

態的雌化の現れ方は一様ではなく、宿主ヤドカリと寄生フクロムシの種特異的相互作

用に強く依存することが明らかになりました。 



 

【今後の展開】 

 本研究は、フクロムシの分子同定と定量的形態解析を統合することで、フクロムシ

とヤドカリの組み合わせによって「宿主改変の強さ」が異なることを明らかにしまし

た。 

寄生生物による宿主操作戦略の多様性を示した本研究の成果は、寄生生物の進化的

戦略や宿主との相互作用の理解に重要な知見を提供します。 
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【用語説明】 

(*1) DNA 解析 

    生物の設計図である DNA の配列を調べることで、種類や違いを明らかに 

する方法。 

(*2) フクロムシ類 

    ヤドカリやカニに寄生する甲殻類の一種。宿主の体内に根のような組織を 

広げ、栄養や生殖機能を利用する特殊な寄生生物。 

(*3) 形態的雌化 

    本来雄である個体の体が、外見的に雌のような特徴を示すようになる 

現象。本研究では、雄のハサミ脚が小さくなるなどの変化を指す。 

(*4) 寄生的去勢者 

    宿主の生殖能力を奪い、そのエネルギーを自分の繁殖に使う寄生生物のこと。 

図 2. 本研究の結果の概要 



(*5) ミトコンドリア COI 遺伝子 

    生物の種類を見分ける際によく使われる DNA の一部。いわば「生物の 

バーコード」のような役割を持つ。 

(*6) 分子同定 

    DNA などの分子情報を使って、生物の種類を判別すること。 
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